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秋月藩の知行制について

松 下 志 朗

はじめに

秋月藩の成立は，元和9年黒田長政の遺命に

よって福岡藩より 5万石分知されたことによ

る。同時に4万石を分知されて成立した東蓮寺

藩と比べて本藩との親疎関係において若干の隔

りを有するが見そのことは秋月藩政の展開に

も本藩とはやや異なる色彩を与えている。即ち

本藩領と錯綜した入組み形態をみせる秋月藩領

において，農政を中心とした藩政の展開は，当

然のことながら本藩の規制をいろいろの形でう

けることになろうが，しかし藩政初期から中期

に至る過程を仔細に検討してみるとき，秋月藩

独自の体制作りを看取できないこともない。以

下知行制の具体相を給人と給地百姓との関係を

中心に検討する。

1 藩政初期の地割制について

寛政2年藩士小川左近右衛門は，郡村御用筋

受持の宮崎織部に提出した存寄書「小川眠石秘

記」 2)で農民の支配について次のように記して

いる。
みよう

古より御国之儀，五十石ー名にして百姓一人受持，

五々弐百五十石に組頭壱人相立，其上を庄屋司り，

五十石之地は農家之嫡子に致相続，其余之子弟井譜

代之下人は，名子に相成，互に助合耕作致出精候段

之儀は，古来より之御国制に候・・・・・・

まずこの「五十石ー名にして百姓一人受持」

という「古来より之御国制」がいつからの事で

あるか，夜須郡草水村庄屋文書3)で検討してみ

第1表寛永期における草水村の地割高

田方 田方川成 方

名請人 畝 数 1 分米畝数丘「］：畝畠創分大豆 1 畝畠：！胃〗：畝 数1十分米大豆
反畝歩石合畝歩石合 反畝歩石合勺畝歩 合反畝歩石合勺

喜左衛門 42.7.ill 64.. 7331 s.12[1.236.45[ 4.3.07半 3.594.9[ 1.26[ 158 I 48.1.ol I 69.670.9 
藤左衛門 30.6.211 46.4831 5.281 851 I 2. 1.12半 2.669.7内 1.141 113 I 34. o. 01半 50.000
善右衛門 30.6.211 46.483J 5.281 851 I 2.4.15 I 2.666 内 1.141 113 I 33. 1.04 I 50.000 
太郎右衛門 30.6.211 46.4831 5.281 851 I 2. 1.08 I 2.666 内 1.141 113 I 34.0.21 I 50.000 
長左衛門 30.6.211 46.4831 5.281 ・ 851 I 2.9.17半 2.666 内 1.141 113 I 34. 2. 06半 50.000

三郎 30.6.21¥ 46.483¥ 5.28¥ 851 I 2.4.o I 2.666 内 1.141 113 I 33.6.29 I 50.ooo 
新左衛門 30.6.211 46.4831 5.281 851 I 2. 1.0 I 2.666 内 1.141 113 I 33.9.19 I 50.000 
与三右衛門 30.6.211 46.4831 5.281 851 I 2.8.05半 2.666 内 1.141 113 I 34.0.24 I 50.000 
久右衛門 30.6.211 46.4831 5.281 851 I 2.6.09 I 2.666 内 1.141 113 I 33.8.. 28 I 50.000 
久二郎 30.6.211 46.483¥ 5.281 851 I 2.6.02 I 2.666 内 1.141 113 I 33.8.21 I. 50.000 
弥左衛門 ＜破損＞

1)拙稿「福岡藩における財政経済政策の展開

CI)」 (「経済学研究」第40巻第4• 5 • 6合
併号），「福岡藩初期の本支藩関係と家臣団統制」

（「経済学研究」第43巻第5号）参照。
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2) 「福岡県史資料」第9輯501頁。
3)甘木市草水八尋ヒロエ家文書。
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よう。第1表は年代不詳九月吉日の検地帳4)か

ら作成したものであるが，破損個所の弥左衛門

分について判読できるところを，寛永十弐年八

月吉日「草水村地割帳」 （第3表参照） と一筆

毎に比定してゆくと全く同一であり，従って，

寛永12年の時点を下ることはない。そこで第 1

表を一覧してまず気付くことを挙げると，喜

左衛門分を除いて他の 9名分持高5)が50石宛全

＜均等であることである。それは田方・田方川

成・畠方・畠方川成のそれれぞれの石高につい

ても同様であり，唯一の例外である喜左衛門分

は村高6)より11名分の50石持高を差引いた残高

を加算されているにすぎず，従って寛永期に五

十石ー名の地割りがなされていたと考えてよか

ろう。第1表における田畠高の配分も，近世後

期の書上げではあるが「知行割取出田畠高」 7)

の基準によって草水村の田畠高率（田方94.6%,

畠方5.4%）より割り出されており， 秋月藩にお

ける家臣団知行の画一性を明確に呈示してい

る8)。

本田畑，
4)年不詳九月土日「筑前国夜須郡草水村

ロ ・新田畑御

検地帳」 （八尋家文書）。
5)破損個所の弥左衛門分も第2表から推測する限
りその持高は50石であって，他の9名と同一であ
ったと考えられる。
6)慶長検地帳の村高は 566石449合1勺であるが，

元和9年の分知高は 569石311合9勺（「秋月御分
知之記」）となっており，その後 569石670合9勺

に増高している。
7) （仮題） 「秋月藩郡方覚書」 （甘木市史編纂室

写本）。
8)近世後期（文政4年現在）の秋月藩における田
畠高の比率を検討してみるとき，給知分の存在す

る夜須郡14ヵ村・下座村7ヵ村中，村高中の田畠

高比率と 1％以上の差をみせる給知分は，夜須郡
3ヵ村，下座郡2ヵ村にしかすぎない（夜須・下
座・嘉麻・穂波各郡の「御物成帳」， 秋月黒田家

文書）。
なお｝［［成分の控除についても「知行割取出田畠
高」 （註7所収）には「川成・堤床ハ其村こ之平
均ヲ以割付候事」とあって，全く同様な両一性で

臨んでいる。

第 43巻第 6号

さて第2表に草水村における慶長検地の様相

を掲出したが，これによると持高の分化は甚だ

しく，五十石ー名の地割制は当然のことながら

元和9年の分知以降のことであることが知られ

る。この慶長検地における庄屋持高（弥左衛門

分）と寛永12年分（弥左衛門分）並びに万治 2年

第2表 夜須郡草水村の慶長検地

70石以上 3人 I畝 数 l石高
60 1t 2 

3反53畝.6.歩01半 53石4,32合1 50 // 2 古田数

40 I/ 1 古畠数 26.9.25半 27,324.2 

30 1t 合 380.5.27 561,645.2 

20 I/ 2 新田数 1.6.10 1, 761. 7 

10 ク 新畠数 4.1.19 3,042.2 

5 ク 5 合 5.7.29 4,803.9 

1 ク 10 総計 |386.3.26 1566,449.1 

1石未満 13 
史料：「草水村古畝引帳」 （八尋

計 | 38 ヒロエ家文書）

分（九左衛門分）とを比較したのが第3表であ

るが，それぞれの年度分を一筆毎に比定してゆ

くと，慶長7年～寛永12年に連続するものは推

定分を含めて中田2筆・下田2筆，上畠 1筆・

中畠1筆・居屋敷1筆，計7筆であり，同様に

第3表 夜須郡草水村庄屋の持高

慶長7年一数1 寛永12年 万治2年
石高憚石高 1筆数石高筆数

田上田24,433. 5 17,337-.:1 16 17,457.2 10 

中田16,496.3 8 17,843. 15 16,'725. 13 

方下田.23, 307. 10 11. 295. 15 11,192 9 15 
川成 875.5 7 4 869占 5 

居屋敷2,708. 5 
畠上曰卓 5,899. 6 1, 9&3.2 6 2,347.8 7 

中畠 84.8 1 328.8 3,・ 

方下昇 30. 1 200.3 3 

荒川成 I 113. 1 113. 1 
計 112,958.11 36,49, 947. 11 66148, 705.41 51 

史料：「草水村古畝引帳」 「万治二亥十月地割自分

抱書抜帳」寛永十二亥八月吉日「草水村地割

帳」 （八尋ヒロエ家文書）

備考・・・・・・単位は石を，合を． で表示した。
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寛永12年～万治2年の場合は上田 3筆・中田 1

筆・下田 1筆・田方川成分3筆・畠方川成分 1

筆，計9筆でしかなく，庄屋持高の殆んどは割

り変えられたと判断されるのであり，そのこと

は原史料の表題に「地割帳」とあるところに象

第4表 近世初期の石盛

慶長検地帳 寛永地割帳

位付 l石 盛 位付 I石 盛
上 田 1,818合 上壱田 1,818合

上弐田 I/ 

上三田 ク

中 田 1,515 中壱田 1,515 

中弐田 I/ 

中三田 ク

下 田 1,212 下一田 1,212 

下二田 ク

下々田 909 下三田 I/ 

上 畠 1,111 上 曰声ヨ 1. 111 

中 畠 909 中 畠 909 

下 国卓 606 下 甲声 606 

下々畠 404 

備考・・・・・・単位は石を， で表示した。

徴的に示されている。また慶長検地帳の場合と

比較して，寛永12年の「地割帳」における位付

は上・中・下田をそれぞれ3等分しており （第

4表参照），それはむしろ慶長検地以前の古制を

残しているとしてよい 9)。それは，正保2年福

岡本藩よりはじめて秋月領内の水帳を交付され

たことと関連することであろう。その間の事情

は，次のように伝えられている 10)。

正保二；九月二御領分庄屋福岡ね被召寄，慶

長七：御検地， 同十三：・元和四翠両年之新

開，井畠ノ内田二成増高共二加ル御水帳写来，

差上ヶ候

9)拙稿「福岡藩初期の本支藩関係と家臣団統制」

（註1)の粕屋郡上府村の事例参照。
10)秋月黒田家文書「御水帳目録井覚書」 （九州文

化史研究施設蔵）。

年貢徴収の基礎台帳である慶長検地帳が存在

しなかったことが，先述のような位付にみられ

る古制を残したゆえんであり，そのことはまた

五十石ー名の地割制施行を可能ならしめたもの

であろう。後述する下座郡堤村の事例から，そ

の地割制の成立は寛永7年以降同12年迄の間と

考えられ，その直前寛永11年8月京都において

大猷院より五万石の別朱印を下付され，翌12年

2月には江戸桜田・鍛冶橋両所の石垣普請の手

伝を命じられていることなどが背景にあって，

領内農村の再編成が試みられたと推測されるの

である。

ところで，近世初期の秋月藩政史料を見る機

会に恵まれないので，以下，下座郡堤村の事例

を中心に給人の持高地の変動という視点から検

討を続けてみよう。

ここで取り上げる史料は，下記の通りであ

る。

A①寛永四年九月吉日「下座郡之内堤村畠方帳」

R寛永七年八月吉日「下座郡堤村御蔵納分名ヨセ

帳」

B明暦三年二月吉日「下座郡之内堤村田畠高百石分

定水帳」

C寛文三年卯ノ正月廿五日「下座郡堤村田畠高百石

分物成卯之歳分春改メ究｝レ帳也名集書出シ」 （い

ずれも西川家文書lll)

A①•⑤は 3 年程のずれはあるが，両者を一

つにして西川一左衛門家の下座郡堤村給知分

（百石） 12) を示すものとしてよく， A•B•C

の3年次にわたる一筆毎の田畠地の異同を比定

してゆくときそこに殆んど変化がないことでも

（第5表参照）裏付けできる。この第5表は，

小字・一筆毎に比定して，分地分をも集計して

11)西川家文書については，近藤典二氏の御好意に

よって借覧した。
12)西JII一左衛門は，他に夜須郡上浦村において

100石，計200石を宛行われている馬廻頭である。
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第5表下座郡堤村における給地の構成（西川家持高分）

＼ 小¥字＼名位、付 上 中 下 下々

寛永期 1明暦3年 1寛3文年 寛永期l彎年 1寛斎年 寛永期門胃贔寛予年 寛永期 1明暦年1寛文
地種

3 3年

大 坪 2.1.16 ク I/ I (1.2.0) I/ I/ 

鬼 迫 3.8.18 3.8.20 ク

小原田 5.0.22 I/ 5.0.23 

かしわ町 1.5.24 ク ク

切ノ尻 2.6.0 I/ ク 1. 1. 15 1.1.18 ク

きロノ本 8.28 田

小 林 3.5.0 I/ // 

こせノロ 1.3.20 畠なおし 1.3.20 

さやノ本 1.2.05 3.4.18 I/ 

迫 1.0.22 I/ I/ 

その田 (1, 8.15) // I/ 

谷 口 1.1.24 I/ I/ 

土 取 1. 8. 04 ク ク

っ＼ミ下 5.0 

当正寺 1.4.0 ク I/ 3.24 ク // 

とうの町 2.0.0 ク

“ 
2.6.0 I/ ク 方

土井の下 4.0.05 I/ I/ 

中ノ坪 1.2.11 I/ I/ 

野 田 5.03 ク 8.0 I/ 1.3.03 

平 町 2.2.01 ク I/ 

松 本 1. 7.07 1. 7.06半1. 7.07 1.2.03 I/ ク

即‘’ 田 2.5.24 ク I/ 

宮 本 1.2.20 

山かと 8.28 ク I/ 

礼 拝 3.9.06 I/ ク

上 原 9.29 1.4.29 1.4.28半 9.12 5.21 1.0.12 

うら畠 1.1.06 I/ Ii 

切 堤 8.0 I/ ク 1.0 I/ 6 
畠

こせノロ 3.06 I/ 1/ 1.3.20 ク

下 原 24 3.20 I/ (//) 

立 石 5.05 5.10 I/ 

土井ノ下 3.7.0 3.6.20 4.1.15 
I/I 'I/ にきう 2.01 ク ク 9.12 

原 (2.12) ク C ") 1.5.13 1.2.07 I/ 1.0 4.21 3.0 7.20 ク I/ 
方

山かと 8.0 I/ I/ 

やしき 1.2.14 1.2.14 

ゆ き (6.07) ク

開 き I 
3.29 4 

備考・・・・・・（ ）は推定分。単位は反・畝・歩（例： 2ふ 16・・・・・・2反1畝16歩）である。
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第 6表下座郡堤村における給地百姓の変動（西川家持高分）

寛永期 明暦 3 年 寛文3年 寛永期 明暦 3 年 寛文3年

名請人 小字名 1位付 I畝数門9 名請人 名請人 小字名 1位付 1畝 数 1名人請 名請人

七右衛門 まへ田 上田 1.0.0 弥三兵衛 ま 藤五郎土井ノ下 上田 1.0.21 加右衛門

ク 谷口 ク 5.27 

孟包

/1 七孫兵衛 ク ク 1.0.04 I/ 

七 新九郎 平町 ク 1.0,25 ク 七 すみやき 来拝 I/ 9.24 弥三兵衛

条 源三郎 まつ本 ク 8.18 I/ 無主 きれノ尻 中田 6.15 I/ 

七 すみやき 礼拝 I/ 9.24 ク 七右衛門の田 下々田 1.13 I/ 

七右衛門 東照寺 中田 1.26 ク よせノロ 中田 1.3.20 

つ太郎右衛門 さ こ I/ 1.0.22 ク
七右衛門 とうの町 上田 1.0.0 弥三兵衛

四 徳右衛門 っち取 ク 1.8.04 ク
I/ とうせうじ ク 7.0 出 I/ 

無主 切レノ尻 I/ 6.15 I/ 
七孫兵衛土井ノ下 1.0.04 ク

作
I/ 

七右衛門 中ノ坪 下田 1.2.11 I/ 七 すみや巻 礼拝 ク 9.24 I/ 

I/ 小林 下々田 8.0半I I/ 
無主 きれノ尻 中田 6.15 I/ 

I/ の田 ク 5.20 ク
七右衛門 小原田 1.2.20半I/ I/ 

さやの本 中田 1.2.25 加右衛門 七 惣二郎 松本 ク 1.2.03 ” 炭 久太郎きれの尻下々田 3.26 I/ つ
太□□□ 平町 上田 1.1.06 加右衛門

七右衛門 小原田 中田 1.2.20半 平兵衛
大つか 下々田 1.2.0 I/ 

鬼さこ下 下田 7.27 ク
そのこ 上田 9.07半 平兵衛

七右衛門 とうの町1 上田 1.0.0 弥三兵衛 七右衛門 とうノ町 中田 1.4.0 I/ 

ク とうせうじ ク 7.0 I/ 七 五ロロロ 大つか I/ 1.0.23 // 

条 源三郎 まつ本 ケ 8.18半

>門
I/ 鬼さこ 下田 7.27 “ 七 すみやき 礼拝 I/ 9.24 I/ 七右衛門 小林 下々田 8.0半 I/ 

四 徳右衛門かしハ町 中田 1.5.24 ク
--------------------------------------------------------------------------------------------
十 九三郎長三郎 立石 中畠 5.10 弥三兵衛

七右衛門 小原田 I/ 1.2.20半 ク
七右衛門 にきう ク 2.01 I/ 

無主 きれノ尻 I/ 6.15 ク
源五郎 山かと 下畠 4.0 十

腐
I/ 

つ 納兵衛 の田 下田 5.03 ク つ 孫 市 原 下々畠 3.25 I/ 
条 新五郎切レノ尻下々田 7.22 ク

土井ノ下 上畠』“ 4.15 加右衛門
七右衛門 小林 I/ 8.0半 ク

上原 下畠 1.0 平兵衛
I/ の田 I/ 27 I/ 

神三郎土井ノ下 上畠 7.0 内作
条 新五郎土井ノ下 上田 9.06 加右衛門

七右衛門 うら畠 ク 5.18 
七右衛門 まへ田 ク 5.24 I/ 

上原 下畠 4.21 
さやの本 中田 1.2.25 I/ 

I/ ク 8.28 ク 条 加右衛門土井ノ下 上畠 1.0 I 平暉

つ太郎右衛門 鬼さこ 下田 9.29 ク 惣五郎孫市 原 中畠 6.15 11 

七右衛門 小林 下々田 2.28 ク 作兵衛 にきう 下畠 4.21 i, 
鬼さこ 下田 2.28 平兵衛 新五郎切っ＼ミ I/ 4.0 I/ 

源五郎 山かと I/ 4.0 ク

七右衛門 まへ田 上田 1.0.0 平兵衛
七右衛門 下原 I/ 3.20 

ク 谷口 I/ 5.27 I/ 
中き上畠 6.07 

そのこ I/ 9.07半i I/ 原 ク 2.12 
七右衛門 とうせうじ 中田 1.28 ク

十 神左衛門 とうの町 ク 1.2.0 ク 条 加右衛門土井ノ下 上畠 7.0 加右衛門

十 五 □口 大坪 ク 1.0.23 I/ こせノロ ク 3.06 ， ク七右衛門 小原田 I/ 1. 2.20半 I/ 七右衛門 上原 中畠 4.29半 I/ 

つ太郎右衛門 鬼さこ 下田 9.29 // 作兵衛 にきう 下畠 4.21 弥三兵衛

七右衛門 小林 下々田 8.0半 ク 新五郎 切堤 ク 4.0 ク

ク 山かと ク 8.28 I/ 中蓉 上畠 6.07 I 
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寛永期 明暦 3 年 寛文3年

名請人 小字名 l位付＼畝 数 1名人請 名請人

庄やきう中畠 5.0 

切堤下々畠 1.0 

原 中畠

4.24 29半作出

弥三兵衛

上原 I/ I/ 

つ 孫 市 原 下々畠 3.25 I/ 

源五郎 Iヽ ら 中畠 4.28 平兵衛

神三郎土井ノ下 上畠 7.0 内作

七右衛門 うら畠 I/ 5.18 

土井ノ下 I/ 4.05 

Iヽ ら 下畠 4.21 

備考～七・・・七日町， 条・・・四条町， つ・・・つ＼ミ， 四・・・四日

市， 炭・・・炭焼， 十・・・十日町， ま…まき原。

単位は反・畝・歩である。

第7表A 寛永期の堤村知行地（西川家給知分）

年 七右衛門分 出作 （無主を含2筆む）
位付

代 面積戸 高 面積戸 高

反セフ 合7 反セフ ムロ

上畠 2.9.08 3,24 3.7.0 4,030 ， 中畠 3.1.14 2,888 1.5.18 1,525 
下畠 1.3.02 790 2.6.12 1,486.1 

年
下々畠 8.20 346 

計 6,925 7,387.1 

上田 7.1.18 13,021 13.7.04 24,941 

丁
中田 6.8.16 10,373 16.3.22 24,969.5 

下田 1. 2.11 1.499 4.8.21 5,823 

年 下々田 5.1.28 4,845 2.3.15 2,146. 

計 29,738 57,921 

総計 I ¥ 36.663 I I 65. 3os.1 

表示したものであるが，その大勢に変化がない

ことは注目に値いしよう 13)。なぜならば，先述

したところで明らかなように，夜須郡草水村庄

屋の持高地はその大半が変動しており，原史料

の表題にある如く地割りがなされているからで

ある。

この表は明暦3年分を中心に西川家給知百姓の

変動を表示したものであるが，寛永4• 7年の

寛永期から明暦3年への変動は非常に激しいも

のであり，その間に強力な農政の変化があった

ことが窺えるのである。

そこでその間の事情を第6表にみてみよう。

第 7表は西川家給知百姓毎にその持高を表示

したものである。

第7表B 明暦3年の堤村知行地（西川家給知分）

（十兵衛）分 新右衛門分 平兵衛分 出 作 分
位 付

積 I石 積 i石 積 I石 積l石面 高 面 吉回 面 高 面 高

上田
反4セフ
.5.04 (8,86合0.75) 

反5セフ
.0.12半 9,09合1.53 

反5セフ
.5.23半 10,133合.25 

反5セフ
. 7.11半 (10,410ム.ロ75) 

中田 6.2.22半 (9,659.27) 5.6.22半 (8,622.27) 5.7.16半 (8,600.77) 5.6.01半 (8,478.27) 

下田 2.0.08 2,452.7 1.8.0 2,182.6 9.29 1,208 7.27 953.7 

下々田 1. 7.16 1,618.6 1.9.17 2,538.7 1.8.11 (1,669.3) 2.0.0半 1,842.5 

計 21,781.32 21，口口口 21,771.32 21,738.22 

1. 反7セフ ムロ 反1セフ
1,799 合

反1セフ 1,716合.5a 反1セフ上畠 .03 1,882 .6.13 .5.19 .6.23 (1,867.5) 

中畠 7.11 (400) 9.29半 953 6.15 591 1.0.21半 991 

下畠 9.21 585 8.21 515.4 1.6.11 (979) 4.21 273 

下々畠 3.25 (150) 1.0 36 3.25 155 

計 3,246 3,390.5 3,308.5 3,301 

総計 25,027.32 25,079.82 25,039.22 

備考・・・（ ）の数字は推定分である。なお計は必ずしも一致しないが，原史料の記載に依った。

13) A・ B • Cの3年次にわたってその異同を一筆
毎に比定してみると，田地28筆中の 1筆，畠地18
筆中2筆において顕著な変化がみられ，又1年
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秋月藩の知行制について

第7表c 寛文3年の堤村知行地（西川家給知分）

平兵衛分

i 高 I面積 I石高面積I石
反セフ 合

23,895.5 I 3.4.12 I 6,256.5 I 4. 7.01 I 8,560 
中田 11.0.0 I 16, 111.008¥ 8.8.16 I 13,392 I 3.4.18 I s,213 
下田 1.2.11 I 1, 499 ・ I 2. 8. 21 I 3, 4 71 I ・ ・ 9. 29 I 1, 208 
下々田 3.6. 26 I 3, 553. 2 I 2.4. 29 i 2, 34 7 I 1. 8. 24 I 1, 710 
計 45,665.1081 I 25,466.5 I I 17,460 I i 
上畠 1.7.13 I 1,933 I 1.5.19 I 1,716.5 I 2.3.21 I 2,612.5 I 1.4.0 I 1,519 
中畠 1.1.27半 906 I 1. 1.13 I 1, 040 I 1. 1. 06半 1,020.5
下畠 2.2.03 I 1.185.8 I 2 1.10 I 1,179.8 I 3.0 I 160 
下々畠 7.20 I 310 

言t I I 4,334.8 I I 3,936.3 I I 3,292 I I 1,519 

総計 50,000.5081 I 29,402.8 I I 20,752 I I 1,519 

位
弥三兵衛分

付 I 
面積 1 石高

反セフ 1 合
12.7.09 

内作分

面 ー 高

加右衛門分

面積 1 石高

反．-
4.7.01 

合
8,560 

面 高

まず寛永期の給知百姓をみると， A①・⑤の

両帳ともに表紙に「七右衛門（書判）」と署名

されており，本来は七右衛門一人の名請地であ

ったかと推測される。秋月領域に伝存する慶長

7年の検地帳に，名子や内者の記載がみられる

ことは14)，逆に名子主の家父長的大経営の存在

をも窺わせるものがあり，七右衛門もそのよう

な存在として措定できる。即ち， A①の畠方帳

で，七右衛門の名請地のうち4筆に，新九郎・太

郎右衛門・彦左衛門等が次のように併記され，

徳大豆高が細書されているからである。

にきう

中（畠）弐畝壱歩
徳五升

壱斗五升
(-t;白衛門）

同新九郎

それはまた出作分についても全て徳分が記帳

ARの田地分についても同じであされており，

る。なお出作分の名請人をみると，若干の堤村

百姓の外は， 殆んどが七日町・四条町・四日

市・甘木等の町方の者であることも注目されよ

ぅ。 A①の奥書並びに裏表紙には次のように集

計されている。

（奥書分）

合大豆拾四石三斗九升六合五勺⑲

徳大豆四石四斗七升八合三勺

（裏表紙分）

米廿弐石八斗四升弐合壱勺納

パ壱石六斗三升九勺未進分

徳大豆四石四斗七升八合弐勺

三石六斗五升弐合五勺納｝レ

パ七斗壱升九勺未進分

米ニパ五斗六升八合八勺

七右衛門手前

納升数内

計数は必ずしも一致しないが，

ずれも七右衛門の責任において年貢を上納し，

また未進分を記帳している。第7表Aは給知百

姓七右衛門の持高をはるかに上廻わる出作分を

もともと七右衛門一人の名請地と示しており，

いう性格のものであったろう。

それらの寛永初期に片鱗をみせる大高持百姓

は，第7表Bにおいては姿を消し，全く均分化

されている。原史料の表紙には「内，高弐拾五

石割四本二割，庄やか割判在口，其割を以如此

水ロコ」とあり，

口大豆共二

A① •⑤のい

25石均等割という明確な意

14) 「福岡県史」第2巻下冊981頁以降。

図のもとになされた作業の結果であることが窺

える。第7表Cの寛文期に至ると， その25石均
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分制はくずれて弥三兵衛が五十石ー名を回復

し，あと50石は平兵衛・加右衛門分等に分けら

れているが，その場合重要なことは，第6表で

明らかなように，明暦期の4人の持分がそれぞ

れ寛文期の3人の給知百姓に配分されているこ

とであり，ここでもまた地割制の貫徹を看取で

きることであろう。

以上夜須郡草水村庄屋持高と下座郡堤村給地

における検討から，秋月藩において寛永期に地

割制が施行され，百姓持高の割替えがなされた

が，それを給人の側からみた場合，給地の変動

第 43巻第 6号

は殆んどなくて給知百姓の入れ替えに結果した

ことを明らかにした。この五十石ー名の地割制

は，給人の多くが50石単位で知行を宛行われて
いる便宜性と同時に，この時期における免率の

上昇をももたらした。第8表にそのことは明ら

かである。 3期を通して物成量を比較できる耕

地を一筆毎に検討すると，上田7筆のうち寛永

期から明暦3年迄の間に減少しているのは 2

筆，中田3筆のうち 2筆，下田・下々田・上畠

・中畠（計11筆）減少なし，下畠 5筆のうち 2

筆であり， 明暦3年から寛文3年迄は計55筆

第8表下座郡堤村知行地の免率 (1筆毎）

寛永初期 明暦 3年 寛文 3年

上 1 中下 1下々 上 1 中 l 下 l下々 上 1 中 l 下 i下々

70％以上

65 ク

60 ク

田 55 I/ 1 1 1 1 

50 ク

45 /I 2 2 

40 ク 6 1 1 2 3 1 3 
.・ 

35 I/ 1 1 1 2 4 3 2 2 4 2 2 

30 ク 1 2 1 3 4 6 2 1 6 4 1 1 

25 ク 4 1 1 1 1 1 2 1 
方 20 ク 2・ 2 1 1 2 1 1 

15 I/ 2 3 1 1 1 

不明分 4 4 3 2 2 

I 

70％以上 1 

65 ケ 2 

60 ク 2 

畠 55 ク 1 

50 ク 1 1 

45 ク 1 1 2 

40 ク 1 1 2 1 1 4 

35 ク 3 3 2 ， 1 8 2 1 1 

30 ク 2 2 1 2 1 2 2 

25 ク 2 2 
方 20 ク 1 1 2 

15 ク

不明分 2 4 
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中，減少1筆，増加3筆であとは全く変動のな

いことが知られる。第8表を参照するとき，寛

永期地割制の施行に当って免率の上昇を伴なっ

たことは，先述の公儀手伝普請における家臣団

負担の増加を補償するものであったかと推測さ

れるのである。

2
 
給人と給知百姓

ところで，給人が給地の経営とどのように関

わっていたか，以下検討を加えよう。

まず寛永17年の事例を挙げる。

（須） （浦）

一夜津郡上輔村之内御知行分

田畠地高四拾石分，寛拾七年辰I二二
I 

上田二而請取，来年か永代御百姓I二

御約束申候二付而，今年九月中比二 ↑ 
部

其歳無利二御借被成恭奉存I g 
請取申候，四拾石之田地壱畝壱坪も

荒シ申間布候，則来暮右御借I---

五俵二四和利を加工，御年貢之外ニ

可仕候，米納五俵被成御合力，借シ

家・道具被下，五俵I

上ハ已来若私方I二二1

分仕候ハヽ右之御借

米二五和利宛二年1二

被取上，如何様二も

有ましく候，右之1二

布候，為後日御に二
I 

請取申候印ニー筆如件

上浦村

小衛I | 

I 

小衛門借状之事

寛拾七年辰ノ十月二日

作者に仕立てるというものであろう。この40石

分は， 寛永8年に記録されている出作分 (39石

872合）かと考えられ，

がなされている。

強力に給知百姓の育成

そのような関与は中・後期にも変わりはな

く，例えば元禄8年には倒百姓堤村仁兵衛を召

し帰して給知百姓としたが，

のようなものであった15)0 

その間の事情は次

（
上
部
朽
損
）

下座郡堤村高弐拾石分田地

延宝九年酉ノ春より甘木藤野又三郎二

二売渡シ置申，私共たおれ申候所二，

今度御預ヲ以被召帰，御百姓二被仰付，生ミ

難有奉存候，然ハ書物前二而御咄之
目臼

則藤野半六へ銀百八匁・米五俵相立候

様二と被仰付候，無相違相渡し，田畠弐拾石受

槌請取申候事（後略）

延宝9年甘木町の藤野又三郎に20石分の田地

を売渡して倒百姓となっていた堤村百姓新右衛

門と同人悴仁兵衛・惣四郎を呼び帰えして百姓

に仕立てたのである。文言の「今度御預ヲ以」

が何を意味するのか判然としないが，

段の藤野半六への銀108匁・米5俵の支払いと

その「御預」は西川関連させて考えるならば，

それを後

西川左太夫様
まいる

原史料は下部が朽損しているために必ずしも

意味が明確でないが，夜須郡上浦村の西川左太

夫知行分40石について，米納5俵分を合力し，

その他借し家・道具類迄貸与して，小衛門を耕

家のオ覚によるものと考えらる。

また後略分に「抱田畠壱畝壱坪も隠シ売申間

敷候」と誓約していること，堤村伊右衛門外2

名の奥書に「前書之通，新右衛門・仁兵衛二被

下田地」とあることなどは，そのことを裏付け

よう。

なお同年の藤野半六の別証文16)には，次のよ

うな取り決めがなされている。

一御借銀御返弁残分銀壱貫八百六拾四匁五分亥ノ年

ヨリ御理リニ付，元年切二相定め申候，御返弁之

15) 「今度私共儀被召帰御百姓二被仰付候□書物之
事」 （西川家文書51号）。

16) 「書上ケ申証拠之事」 （西川家文書87号）。
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為米弐拾俵宛年:被下筈二御座候，年こ右之代銀

ヲ以なしくつし二御返弁之御約束二相極メ申候，

相済申時分本借状戻シ可申候事

元本を年切りにして米20俵宛返済し，なしく

ずしに請返すことを決めているが，そのことは

元禄9年における給知百姓の上納状況をみる

と17)，徳右衛門分113合4勺，仁兵衛分8俵104

合9勺，弥市分10俵298合8勺，平蔵分169合，

計20俵26合1勺18)を「藤野半六方へ渡ス」とあ

り，先述のところを裏付けている。また請相

書物の殆んどが（同一文案によるためであろうが）

「御公役井貴公様方ハ内証役儀，御年貢津出

シ」などの夫役提供に関する規定を含んでお

り，その「貴公様方ハ内証役儀」（御自分様御役

儀）とならんで「御百姓中並之納物等迄無滞納」

めることを請相っていることは（宝永3年の事例）

注目すべきことであろう。即ちここでは夫役の

徴収に相当の関心が払われている。＇例えば元禄

10年と推定される請相書物19)では，上浦村百姓

長三郎の未進続きのために同村の甚左衛門が年

貢米を立替え，田畠高11石余を 9年間預ること

となったが， 「御公役井貴公様方ハ内証役儀，

御年貢津出シロ儀ハ長三郎方ふ相勤申筈二而，

役賃二畠方長三郎ふ作リ申筈二御座候」として

いる。さらに元禄15年の事例20)では長井八郎右

衛門の給知百姓惣七が， 兄清二郎の嘉麻郡大

17)元禄九年子ノ八月吉日「高弐百石物成米大豆納
ル控帳」 （西川家文書7号）。
18)おそくとも寛文7年迄は 1俵3斗入りであった
が（「寛文七年未ノ歳分堤村百姓手前か取立納リ
申田畠年貢ノ覚書出シ申事」西川家文書 5号所
収）， 註17史料の元禄9年時点では1俵3斗3升
入りと変化している。

19)元□十年丑ノニ月廿八日「御請相申上｝レ書物之
事」 （西川家文書94号）。
20)元禄十五年午ノ十二月廿四日「御請相申上）レ手
形之事」 （西川家文書101号）。但し，当該史料は
下部朽損のものであるが大意において相違はない
と思う。

第 43巻第 6号

刀村滞在中の「公儀様方御公役・御内証御役」

を代勤することを約しており，惣七の知行主の

都合によっては，弟九十を代人として立てると

いうものである。

このような給人による給知百姓の掌握は，身

代限りの場合において遺憾なく発揮される。享

保12年12月12日家財道具一切を堤村百姓与三郎

と兵七両人へ預けられて身代限りにあった同村

伝六は21)，以前から知行主への不義理を重ねて

いたらしく，享保12年閏正月 5日には西川清太

夫宛に起請文を入れている。その前書に「今度

願之通二被仰付候も，行末御百姓二立帰，家断

絶不仕候様二思召，以御慈悲被仰付候儀二御座

候」としていて，それは同月の請相書物22)によ

れば，次のような内容のものであった。
(1) 

一私儀蓮ミ不勝手に御座候而，去秋御年貢御未

亡斗御座候上，御上ケ米之内私納分不残不

納仕，御奥判之借リ銀米利分等も相払不申，

蟷度指闘申候所二被加御不便ヲ，御願申上候

通田畠御引上リ被下，難有仕合奉存候支
(2) 

ー当春ふ私田地与三良・兵七二御預ケ被下，私

父子田畠下作二入候事心遣仕候様二被仰付奉

長候，随分入念下作二入，余米付・下作作リ

候者名付委細二仕，指上可申候事
(3) 

一私右之田畠之内作リ候共，下作作リ候者同前

二余米指上作リ可申候事
(4) 

一御願申上田地御引上被下候儀ハ，私共永汀御

百姓為仕候二被仰付儀二御座候上ハ，近年中

二随分情ヲ出シ，其年汀御年貢ハ不及申，去

21)身代片付の際の「伝六家財目録」を参考迄に
掲げる。
大かま1,茶かま1,古ひつ1, 水田子1,なたかま

1'さら 5'大かめ2'古屏風1,ちゃん鉢1'
古あんどん1,かや畳2枚，たねモミ壱斗三升，
きんた1'たな板1枚，馬1疋，家2間二5間2
麦田 4反6畝，麦畠 1反8畝，からし畠 6畝

22) 「御受合申書物之事」（西川家文書6-57号）。
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秋月藩の知行制について

第9表 堤村伝六の借用高（享保12年12月現在）

給 人 関 係 分 公 儀 （秋月藩）分

滞 高 I 
滞 高 I

米 22俵 井上次郎平口入米元利 銀7匁5分
田地かかり高替役駄米ちC利ん村3中匁寄合(2か年り分銀）） 

22俵305合77オ 当秋（享保12年）未進 6匁 庄屋役料仕

37俵5歩 米去午元利ノ秋（利（享相保2割11年5分）未）進 10匁958毛 御公儀方之駄ちん銀・触口役料共

182文 小物成

23俵4歩37毛 山田宇八口利入米相元2利割 7分 御公儀山札代(5歩）

（代米12俵） 銀131匁6分6厘 ク
ロ入銀（元利利相2割）

6分 藪上納

31匁158毛 合銀
117俵285合08オ 合米

米64合26オ さんじ給

史料： （包紙） 「堤村伝六身代片付之時分書物損米惣目録 19.20 御公儀駄ちん兵狼

共井片付之時分書付品：：」 （西川家文書6-63)

備考・・・ 1俵＝3斗3升入り。

秋之御味I進米井御奥判借リ銀米上納相済候

上，田地之儀可被仰付候由奉畏候支
(5) （ママ）

ー毎秋御年貢，公儀上納米井当村庄屋方へふ申

付候小物成等迄，無相違入念相納可申事
(6) 

ー今度御願申上，田地御引上被下候二付，私抱

高六拾石之内四拾石分之公役私相勤申筈二御

座候，高弐拾石分ハ下作作リ候者二公役仕ら

セ候筈二御座候，依之借銀米上納相済候迄毎

秋公役米請取，拾表宛上納仕筈二御座候事

第 1条に関連して， 伝六が身代限りになっ

た12月12日現在の借用高を挙げると， 第9表

のようになる。ここで注目すべきことは，公

儀分の滞高について， 12月12日堤村庄屋左三

郎，頭百姓が西川清太夫に対し， その目録を

提出して「右之前二而御座候間， 御詮儀次第

二銀米共御納所奉願上候」と依頼していること

である。更に12月17日庄屋左三郎は，高60石分

に賦課された御公儀方駄ちん・藪上納・山札代

・庄屋仕替役料駄ちん銀，計21匁6分 1厘8毛

について， 「右ハ伝六方ふ埒明不申候閻，御公

396 高役米之節かり米元米1石980合

435 ク ク 1.450 

107.80 I/ I/ 539 

3俵207.72 かり米利分滞

2石219.98 合米 （元米 3石969合）

儀様ふ段ミ桐敷被仰付候間，埒明申様二奉頼上

候，右之銀大庄屋方取立二て御郡様納之銀二て

御座候」と取立方を依頼しているのである。そ

こには，福岡本藩とは異なった給人と給知百姓

との親密な関係が存在していたと考えられる。

そのことは，第 2 条• 4条にも窺えるところで

あって，滞納分が生じてもすぐに身代限りとは

せずに田畠を引上げて下作に出し，その余米で

もって滞納分を漸次消却しようという方法がと

られることにもあらわれている。その消却法は

第 10表の通り （下作者与三良・兵七分）である

が，伝六耕作分も下作同然としていることには

給人の強い意向が感じられるけれども， 「永ミ

御百姓為仕候二被仰付儀二御座候上ハ」伝六と

しても随分精を出さなければならぬこととなっ

たろう。

また身代限りの後，享保13年8月，伝六の親，

助七に開畠の耕作を許しているが23)，それは秋

月藩における給人と給知百姓の紐帯を示唆する

23) 「御請合申書物之事」（西川家文書3-22号）。
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経済学研究第 43巻第 6号

第10表 余米・大豆書上高（享保12年）

下作入口米

右之内 徳 米

元籾利米

田方三歩上リ

御公役米

合米（引分）

残 テ 余 米

下作入口大豆

右之内徳大豆

畠方三歩上リ

合大豆（引分）

残テ余大豆

合余米・大豆

史料：「田畠高四拾石余米目録」

（西川家文書1-5)

79俵145合

43:306.25オ

240. 

3:134.7 

12: 

60:020.95 

19:115.5 

17:245. 

7:151.8 

157.33 

7:309.13 

9:265.87 

29:051.31 

備考・・・単位は俵を：で合を．で表示した。

1俵＝ 3斗3升入り

ものである。

しかし両者の関係を地方知行の面で過大に評

価することは慎しまなければならない。

当然のことながら給人と給知百姓との関係

は，年貢収取に限ってのことであり，その点で

伝六抱高のうち30石分の給知百姓となった新作

は，伝六未進米20俵の 5ヵ年賦上納を強制され

ており，同様に40石分の給知百姓左三郎は40

俵， 5ヵ年賦上納を請合わされている24)。特に

後者の左三郎は堤村庄屋として伝六の跡高を引

受けたのであろう。

給人＝給知百姓関係の形骸化を示すものとし

て，第11表に夜須郡草水村の耕地を知行主毎に

まとめてみた。一見して一人の百姓が複数の給

人に属して耕作していることが知られよう。こ

とに庄屋草右衛門の場合，天明5年抱田畠高52

石920合9勺のうち，原田十郎左衛門分7石5

24)享保十三年申八月「御請合申上）レ田畠書物之
事」 （西川家文書3-24)。

斗は甚七より，同315合2勺は助市より「入分」

であり，同様に嶋村小兵衛分 1石215合4勺は

市蔵より「入分」であって，倒百姓の跡高を引

受けたものと考えられ，したがってそのような

場合， 「公役」や給人の「内証役儀」は以前の

給知百姓より勤めたことは傍証の事例に事欠か

ない25)。

このように複数の知行主をもち，また下作者

による公役・内証役儀の負担は，その徴収を複

雑化し，五十石ー名の年貢収取体系を錯綜させ

ていったものと考えられる26)。

宝暦5年給人明石八郎太夫の夜須郡草水村に

おける田畠高は77石4斗9升であるが，その給

知百姓のうち又蔵は清介名・清左衛門名・仁三
みよう

郎名・三郎介名の4名を肩書されており 27)，五

十石ー名の地割制が完全に形骸化されていたこ

とを知りうるのである。

天明7年春， 「組中夫並シ有之候二付，大庄

屋元ヨリ，御役所ヨリ写シ村ミ触有候二付」書

写された「書付」 28)が残されており，その一部

を次に摘記しておく。

一茅八把二而 壱人役

ーしひわら五わ壱人役

一勝リ藁五頭 壱人役

ー小麦わら三把壱人役

（中略）

25)例えば先述の伝六の請相書物第6条参照。
26)後世の書上ではあるが「知行割之事」 （註7所
収）として，次のような記述がなされている。
何ノ何某新知目録

（案文省略）

右目録廻来侯上，其村庄屋其懸リ大庄屋呼出，御

達二相成候而，早:百姓割致させ，田畠名寄帳差

出させ申候，尤百姓多人数二相成候而を後年不宜

候二付，百石二付本百姓六人已下二相定，六人を

越候分ハ越百姓と相立可申候，右本百姓ハ地頭に

用達致シ，越百姓ハ内ミニ而公役等ハ相勤候事

27)宝暦五年亥正月廿三日「明石八郎太夫様御拝知
徳米大豆書上ケ帳」 （八尋ヒロエ家文書）。

28) 「御公借類御地頭御代官御口入覚帳」 （八尋ヒ
ロエ家文書）。
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3
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ー
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知

分
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嶋
村
！
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田
1
 
渡
辺
I
 
I
 明
石
I
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請
人
蔵
納
分

嶋
村
1
 
原
田
1
 
渡
辺
I
太
田
I
 明
石
I
 

太
田
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JI
 
I
 

小
JI
I
 

市
蔵

3.
20
 

5.
3.
04
半

1
平
蔵

4.
0.
26
 

市
郎
次

2.
3.
20
半

金
平
2.
2.
16
 

5.
08
 

吉
平
1.
3.
23
 
7.
20
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門
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15
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03
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作
8.
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03
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蔵
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3.
17
半
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平
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0.
16
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0.
19
 

新
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郎
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6.
07
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3.
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3.
2.
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半

甚
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2.
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草
右
衛
門
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.0
4
半
6.
18
 
4.
4.
28
半

8.
22
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|
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平
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03
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郎

4.
2.
18
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右
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門

17
.3
.2
2 
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次
10
.0
.0
5
半
8.
06
半

2.
2.
17
 
治
平

7.
20
 

文
作
7.
9.
03
 
2.
11
 

忠
/,‘ 
.
 

3.
9.
23
 

又
作

9.
28
 

6.
3.
15
 

藤
兵
衛

7.
8.
16
半

伊
三
郎

7.
15
 

兵
作
3.
9.
08
 

2.
1.
0 

官
平

8.
06
半

1.
0.
0 
孫
平
8.
6.
24
 

1.
4.
03
 

幸
右
衛
門

2.
2.
07
 

弥
三
次

4.
6.
16
半

甚
作

1. 
9.
23
 

喜
作
3.
5.
04
 

助
市

2.
8.
11
半

作
右
衛
門
8.
26
 

伝
作

4.
8.
25
 

甚
吉
2.
4.
28
 

平
四
郎

6.
4.
14
 

5.
5.
19
 

善
四
郎
2.
2.
0 
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平

7.
7.
08
半

半
平
1.
4.
14
半

善
五
郎
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15
 

代屈
江
綺
6.
6.
13
 

惣
蔵

3.
1.
09
 

5.
0.
23
 

戸
倉
8.
5.
16
 

3.
0.
17
 

善
八

1.
3.
0 

1
 
中山
6.
0.
0 

2.
2.
18
 

伊
三
郎

8.
6.
14
 

不
明
2.
0.
0
半
1.
04
 
1.
0.
10
 
1.
3.
23
半

源
蔵

3.
0.
20
 

1
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高
18
4石
41
6
32
石
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石
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石
50
石
77
石
49
升
12
5町
34
合
g

善
蔵
2.
1.
01
半

6.
3.
17
 
2.
6.
14
 

七
郎
次

11
.5
.0
5
半
2.
8.
02
 
7.
0 
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で
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る
。
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を
略
し
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の
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示
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清
助

1.
0.
22
半

（
嶋
村
小
兵
衛
•
原
田
十
郎
左
衛
門
・
渡
辺
典
膳
・
太
田
清
兵
衛
・
明
石
八

清
右
衛
門

8.
2.
01
半
2.
0.
0 

郎
太
夫
・
小
川
左
近
右
衛
門
）
。

惣
吉

3.
8.
14
半

史
料
：
天
明
二
寅
二
月
廿
九
日
「
草
水
村
御
蔵
納
御
給
知
畝
引
帳
」
。
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秋月ョリ博多迄現馬人夫役定目

ー現夫壱人 四人役

ー現馬壱疋

（後略）

八人役

その納物の多様さに驚かされるが，勿論これ

らの納物を給人が収取したとみるよりも，むし

ろ但書にある「組中夫並シ」のためのものであ

り，換算のための書上げと理解すべきであろ

う。そのことは秋月より福岡・博多・ニ日市迄

の送り人馬や，飯塚・黒崎詰夫と同一次元で換

算される夫役徴収の一変型ととらえることも可

能としよう。

西川家の「米大豆上納目録」をみる限り，元

禄・宝永年間に「かや切兵根二指引」米 (24合

乃至62合余）を記録しているが29)， そのような

給人による「内証役儀」の徴収に際して，給人

の恣意性を制限し，あわせて錯綜化している給

知百姓の負担量を公平化する狙いをもたせたも

のと考えられる。

同じことは本年貢の徴収についても言える。

藩政初期において，田畠地の免率が一筆毎に

ばらついていることは，第8表で指摘できると

ころであり，上・中・下・下々の位付と免率と

の間には何らの関連性をもたないが，それは給

人が恣意的に免率を増減しうることにならな

い。

第12• 13表で堤・上浦両村における西川家知

行地（各々百石）の物成を検討すると，元禄9

年以降，元禄期の「知行高弐百石物成米大豆納

ル控帳」には，「夜須郡上浦村百石分，免三ツ六

歩，下座郡堤村百石分，免三ツ九歩」と題書され

ていて，その物成米・大豆は宝永6年の「五厘

29) （元禄14年力） 「巳ノ米大豆上納目録」 （西］II
家文書113号），宝永六年丑ノ七月吉日「知行高弐

（納ル控帳）

百石物成米大豆1---|」（西川家文書20-1号）。

第 43巻第 6号

上リ免」までは固定している。ところで題書の

三ツ六分・三ツ九歩は勿論百石当りの平掏値で

あって， 30石乃至20石のそれぞれの年貢負担単

位における免率はばらばらであり，藩政初期以

来，免率・位付の変更はおそくとも享保期迄は

なされていない。そこで元禄9年の「知行高弐

百石物成米大豆納｝レ控帳」の物成を「延宝八年申

ノ十月十七日堤村百石分徳割目録」 30)と（欠年）

二月朔日の断簡3通31)とを照合しながら，それ
みよう

ぞれの名毎に比較してゆくと，全く同一額であ

ることを知りうるのである（第12表最下段参照）。

ところで延宝8年の「堤村百石分徳割目録」

は，例えば20石分（第12表中D分）について次の

ように記載されている。

田高拾七石八斗三升壱合九勺 口米共二

一徳米七石三斗五升六合釣舛 又三郎⑲
弐歩上リ徳

ー同三斗六升七合三勺四才同舛同 同人
印）

合米七石七斗弐升三合三勺四才釣舛

俵ニメ弐拾三俵壱斗三升三合三勺四才

畠高についても記載例は同じである。即ち延

宝8年以降の「弐歩上リ徳」米・大豆が加算さ

れているので，その加算分を控除すれば延宝7

年以前の物成米33石354合9勺，大豆5石970合

2勺を得る。

さて第5表の史料によって，明暦3年，寛文

3 • 7年の 3年次の総物成を計出できるので，

それを第14表に掲げた。幕府が寛文9年京舛

（釣舛）を全国的に強制する以前， 福岡本支藩

では納舛による収納が行なわれているので32),

釣舛1升＝納舛1升8勺で換算すると，延宝8

年の「弐歩上リ徳」を控除した延宝7年以前分

の総量とほぼ一致をみる。

30)享保六年辛丑六月十一日改之「喜胃木寸川成起シ

開キ之控帳」 （西川家文書30)。

31)西川家文書95• 96 • _100号。
32) 「黒田三藩分限帳」解題448頁。
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秋月藩の知行制について

第14表堤村100石知行地の物成

年 代 納米舛二1大／豆 釣米舛二I大f 豆

明暦3年
30, 889.21189 7: 5,165.48850 01 | 33,360.41l 5,578.Î 

寛文3年 30,872. 5,520. 33,341.965,962.46 
, : '.  

寛文7年 30,872. 5,550. 33,341.965, 994. 86 

犀宝7年前l I I 33,354. gofs, 970. 20 

備考・・・単位は石を，合を．で表示した。

以上のことから，おそくとも明暦3年以降給

人の年貢収納量による一定額の規制があり，近

世中期（享保期）に至る迄免率の引上げは， 堤

村においては延宝8年の 2歩増免，宝永6年の

5厘増免に限られており 33)，上浦村では天和3

年の上リ免34)，宝永6年の 3厘上リ免のみであ

った。逆に言えば，延宝元年「此年ふ御家中二

千石ふ以下之給知分集，取立代官被仰付」 35)と

33)註30に同じ。
（天）

34) 「口和三亥ノ上浦村田畠物成目録」 （西川家文
書114号）。
35) 「秋城御年譜」 1（秋月郷土館蔵）
なお秋月藩の家臣団について，その階層構成を
付表に示しておく。
なお文政4年現在，秋月藩古田畠高51,583石余
のうち，給知高は13,593石余である（註8史料参
照）。

付表秋月藩の家臣団

石高 1人数

2,500石 1人

2,000 i 1 

1. 300 I 1 

1 500 j 2 

>0 

)0 I 10 

I 250 I 9 
'200 I 26 

150 I 23 

IO I 3 

100 I 1 

御扶持方
部屋住共 | 88 

因

a

いう記事の理解にも関わる。この記事は，地方

知行の廃止を意味するかのようであるが，実態

が決っしてそうでないことは以上検討してきた

ところから明らかである。

例えば第13表の高50石分については，その給

知百姓は上浦村助二郎・文右衛門・三四郎であ

るが，その他三四郎持高の10石分と合わせて物

成納入状況が記録されている36)。それによる

と，納米67俵 147合余のうち， 32俵は博多のオ

田利兵衛へ出されて同人の通を受取っており，

12俵は「公儀上ケ米」として「はかた御蔵出へ

遣」されており， 21俵213合は「秋月送リ」と

して西川家の「御台所二納」められている。

なお元禄9年12月13日には不納分の 1俵258

合余も納入されて，西川家は米大豆70俵061合

75オの皆済切手をさし遣わしているが，そのよ

うな納入形態は他の給知百姓の場合も同様であ

った。

烈

烈

0

9

6

 

1

2

 

1! 23 

1: 3
 

むすぴ

秋月藩の家臣団は，福岡本藩と比較して小禄

であり，また少数であることも手伝って（付表

参照）， その知行地の経営に深く関与するとこ

ろがあった。知行地は一筆毎に確定されて近世
みよう

後期迄変動はなく，五十石ー名を年貢の収取単

位として未進百姓に対する監督や，物成・夫役

の徴収を直接に行なっていた。

しかしながら，一方では五十石ー名の地割制

がまさに給知百姓の組み替えとして現象し，知

行地の分散錯綜化形態と藩政初期よりの免率固

定化は，給人の年貢・夫役収取上の恣意性を大

きく制限するものであった。そして農村の荒廃

化が進行するとともに，給知百姓の借入金口入

れや下作稼行の世話など，農業経営上の監督の

史料：「長興公御代諸士分限」 36)註17に同じ。
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責任は，給人に転稼される。それは給知百姓に

よる公儀（秋月藩）納付分の滞納を村庄屋が給

人に対して督促していることにも象徴されてい

よう。

秋月藩の藩制は，給知百姓の経営保全の面で

地方知行制を巧みに湿存させながら， しかも

免率や夫役収取の面で固定化をはかってその恣

意性を制限する点で特色を有していたと言えよ

う。

第 43巻第 6号

あとがき

小稿を執筆する直接のきっかけは，近藤典二氏より

西川家文書を借覧する機会を与えられたことによる。

記して謝意を表したい。なお柴田一雄氏の御好意によ

り甘木市史編纂室の史料目録を拝見したが，現在市史

編纂中であるので，史料採訪は八尋家文書のみにとど

めた。八尋ヒロエ氏に感謝するとともに後日他史料の

知見を得て，補正を期したい。

なお小稿は，文部省科研費助成金（総合A・代表者

秀村選三教授）にもとづく研究成果の一部でもある。
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